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け
が
れ
な
き
天
上
の
微
笑
み
。

悪
夢
を
吉
夢
に
変
え
る
と
い
う
奈
良
・
法
隆
寺
の
至
宝
、

国
宝
夢
違
観
音
が
上
野
の

法
隆
寺
宝
物
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。

特
別
公
開

法
隆
寺
国
宝
夢ゆ

め

違
ち

が

い

観
音

か

ん

の

ん

―
白
鳳
文
化
の
美
の
香
り
―

十
七
条
憲
法
制
定
一
四
〇
〇
年
記
念

激
動
の
古
代
日
本
で

国
宝
夢
違
観
音

ゆ
め
ち
が
い
か
ん
の
ん

は
白
鳳

は
く
ほ
う

文
化
を
代
表
す
る
仏
像

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
白
鳳
文
化
は
天
智

朝
の
始
ま
る
六
六
二
年
頃
か
ら
和
銅
三
年（
七
一
〇
）

の
平
城
京
遷
都
の
間
に
花
開
き
ま
す
が
、
こ
の
時
期

は
日
本
で
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
都
と
な
る
藤
原
京

が
持
統
八
年（
六
九
四
）に
完
成
し
、
大
宝
元
年（
七

〇
一
）に
は
大
宝
律
令

た
い
ほ
う
り
つ
り
ょ
う

が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
古
代

日
本
が
大
き
く
変
貌
す
る
画
期
的
な
時
代
で
し
た
。

法
隆
寺
は
推
古
十
五
年
（
六
〇
七
）
に
聖
徳
太
子

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
天
智
九
年

（
六
七
〇
）の
大
火
災
に
よ
っ
て
伽
藍
の
大
部
分
が
焼

け
落
ち
る
と
い
う
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
す
。
焼
失

し
た
伽
藍
は
若
草
伽
藍
と
呼
ば
れ
、
今
は
寺
内
に
礎

石
の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
寺
は
急
速
に

復
興
し
ま
す
が
、
新
し
い
伽
藍
は
若
草
伽
藍
と
別
の

場
所
に
造
営
さ
れ
、
東
に
金
堂
、
西
に
五
重
塔
を
並

列
す
る
新
た
な
形
式
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在

の
西
院
で
す
。
法
隆
寺
に
と
っ
て
も
白
鳳
文
化
の
時

代
は
寺
観
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
化
す
る
歴
史
的
な

転
換
期
に
な
り
ま
し
た
。
夢
違
観
音
像
は
大
火
災
後

の
復
興
期
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

絵
殿
と
夢
違
観
音

法
隆
寺
の
伽
藍
は
東
院
と
西
院
の
二
つ
に
大
き
く

分
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
奈
良
時
代
か
ら
今
日
ま
で

変
わ
り
な
く
続
い
て
い
ま
す
。
伽
藍
の
建
築
群
は
平

成
五
年（
一
九
九
三
）に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

東
院
は
奈
良
時
代
に
聖
徳
太
子
の
た
め
の
聖
域
と

し
て
造
営
さ
れ
、
中
心
に
は
太
子
と
同
体
と
さ
れ
る

国
宝
の
救
世

く

ぜ

観
音

か
ん
の
ん

像
を
祀
る
夢
殿
が
、
夢
殿
の
北
側

に
は
太
子
関
連
の
遺
物
を
集
め
た
御ご

経
蔵

き
ょ
う
ぞ
う

が
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
平
安
時
代
後
期（
十
一
世
紀
）に
な
る
と

御
経
蔵
は
東
西
に
分
け
ら
れ
、
東
側
は
太
子
二
歳
像

を
中
心
に
太
子
関
連
の
宝
物
を
収
蔵
す
る
舎し

ゃ

利り

殿で
ん

、

西
側
は
太
子
の
一
代
記
を
絵
画
で
表
し
た
聖

徳
太
子
絵
伝
を
障
子
絵
と
し
て
描
く
絵え

殿で
ん

に

な
り
ま
す
。
こ
の
絵
殿
に
は
太
子
絵
伝
と
同

時
期
に
制
作
さ
れ
た
聖
徳
太
子
像
が
安
置
さ

れ
、
太
子
像
を
御み

輿こ
し

に
か
つ
い
で
練
り
歩
く

聖
霊

し
ょ
う
り
ょ
う会え

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

夢
違
観
音
像
は
江
戸
時
代
に
絵
殿
の
本
尊
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

像
に
祈
れ
ば
悪
夢
を
吉
夢
に
変
え
て
く
れ
る
と
い
う

信
仰
か
ら
、
夢
違
観
音
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
表
情
は
け
が
れ
な
く
凛
と
し
た
少
年
の
よ
う

に
す
が
す
が
し
く
、
丸
顔
で
口
元
に
は
微
笑
を
た
た

え
、
見
る
も
の
に
優
し
く
接
し
て
い
ま
す
。
下
半
身
に

か
か
る
裙く

ん

と
呼
ば
れ
る
薄
く
柔
ら
か
な
衣
は
、
腰
か
ら

脚
部
の
肉
取
り
を
意
識
し
な
が
ら
自
然
に
流
れ
、そ
の

上
に
玉ぎ

ょ
く

を
つ
な
い
だ
瓔
珞

よ
う
ら
く

が
下
腹
部
か
ら
両
脚
部
に

そ
れ
ぞ
れ
斜
め
に
か
か
り
、さ
ら
に
、
軽
く
透
け
る
よ

う
な
天て

ん

衣ね

が
二
段
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
夢
違
観
音
像
に

は
白
鳳
美
術
の
の
び
の
び
と
し
た
感
覚
と
美
し
さ
が

余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
特
別
公
開
で
は
夢
違
観
音
像
を
中
心
に
、

か
つ
て
東
院
絵
殿
の
障
子
絵
と
し
て
描
か
れ
、
明
治

十
一
年（
一
八
七
八
）に
皇
室
に
献
納
さ
れ
た
、
当
館

蔵
の
聖
徳
太
子
絵
伝
全
十
面（
国
宝
・
法
隆
寺
献
納

宝
物
）、
聖
霊
会
の
本
尊
で
あ
る
聖
徳
太
子
像（
重
要

文
化
財
・
法
隆
寺
蔵
）、
太
子
と
関
係
の
深
い
遣
隋

使
の
小お

野の
の

妹い
も

子こ

が
中
国
か
ら
も
た
ら
し
た
と
の
伝
説

が
あ
る
細
字
法
華
経
（
国
宝
・
法
隆
寺
献
納
宝
物
、

東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、
さ
ら
に
現
存
最
古
の
十
七

条
憲
法
の
板
木（
重
要
文
化
財
・
法
隆
寺
蔵
）が
展
示

さ
れ
ま
す
。

（
金
子
啓
明
）

'夢違観音像　飛鳥時代（白鳳文化期）・
7～8世紀 奈良・法隆寺蔵
みずみずしくはつらつとした少年の美しさ



●3 ＊'は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。

十七条憲法制定1400年記念
特別公開 法隆寺 国宝 夢違観音

－白鳳文化の美の香り－
3月2日（火）～4月11日（日）
東京国立博物館 法隆寺宝物館 第6室

主　　催：東京国立博物館　法隆寺
特別協力：ＮＨＫ

＊平常料金でご覧いただけます
一般420（210）円、大学生130（70）円

＊（ ）内は20名以上の団体料金です
＊障害者とその介護者１名は無料です。
障害者手帳などをご提示ください

＊高校生以下、満65歳以上の方は無料です。年齢のわかるもの
（生徒手帳、健康保険証、運転免許証など）をご提示ください

'聖徳太子絵伝（部分） 平安時代・延久元年（1069）法隆寺献納宝物
夢違観音が祀られていた法隆寺東院絵殿の障子に描かれていたもの

◎聖徳太子像　円快作 秦致貞彩色
平安時代・治暦5年（1069）奈良・法隆寺蔵　
髪を左右にふりわけみずらに結った少年時代の
聖徳太子の像。絵殿に安置されていたもの

◎十七条憲法の板木　鎌倉時代・弘安8年（1285）奈良・法隆寺蔵
「和をもって貴しとなす」の条に始まる日本最古の憲法

開館5周年を迎える法隆寺宝物館

■
列
品
解
説

3
月
12
日
（金）
14
時
か
ら

（
開
場
13
時
30
分
予
定
）

平
成
館
大
講
堂

「
国
宝

夢
違
観
音
に
つ
い
て
」

当
館
事
業
部
長
　
金
子
啓
明

定
員
3
8
0
名
（
当
日
先
着
順
）
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弘
法
大
師
空
海
の
入
唐
一
二
〇
〇
年
を
記
念
し
て
山
の
正
倉
院
・
高
野
山
か
ら
秘
宝
が
ま
る
ご
と
降
り
て
き
ま
す
。

国
宝
二
十
一
件
、
重
要
文
化
財
九
十
七
件
を
含
む
一
五
一
件
が
揃
う
空
前
絶
後
の
展
覧
会
。

絵
画
と
彫
刻
の
出
品
作
品
か
ら
、
選
り
す
ぐ
り
の
至
宝
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

空
海
と
高
野
山

弘
法
大
師
入
唐
一
二
〇
〇
年
記
念

必
見
！
血
曼
荼
羅
と
涅
槃
図

絵
画
は
国
宝
八
件
、
重
要
文
化
財
四
十

二
件
を
含
む
六
十
数
件
と
い
う
豪
華
な
陣

容
で
す
。
名
品
と
い
う
こ
と
で
例
を
あ
げ

る
の
で
は
き
り
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は

研
究
者
で
も
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な

い
三
点
の
秘
宝
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
″血ち

曼ま
ん

荼だ

羅ら

と
よ
ば
れ
る
両
界

曼
荼
羅
図（
重
文
）。
空
海
が
唐
で
師
の
恵け

い

果か

か
ら
受
け
継
い
だ
両
界
曼
荼
羅
図
の
系

統
に
属
す
る
遺
品
の
う
ち
、
彩
色
本
の
な

か
で
は
も
っ
と
も
古
く
、
十
二
世
紀
に
さ

か
の
ぼ
る
優
品
で
す
。
胎た

い

蔵ぞ
う

界か
い

・
金こ

ん

剛ご
う

界か
い

と
も
七
枚
の
絹
を
横
に
継
い
で
描
か
れ
て

お
り
、
画
面
寸
法
が
縦
四
二
四
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
九
四
・
〇
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
に
達
す
る
と
い
う
巨
大
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
す
。
血
曼
荼
羅
の
通
称
は
『
平
家

物
語
』
に
、
平
清
盛
が
胎
蔵
界
の
大だ

い

日に
ち

如に
ょ

来ら
い

の
宝
冠
に
み
ず
か
ら
の
頭
の
血
を
込
め

て
彩
色
し
た
、
と
語
ら
れ
る
こ
と
に
由
来

し
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
仏ぶ

つ

涅ね

槃は
ん

図ず

（
国
宝
）。
釈
迦
入

滅
の
光
景
を
描
い
た
仏
涅
槃
図
は
、
釈
迦

の
遺
徳
を
し
の
ぶ
法ほ

う

会え

（
涅ね

槃は
ん

会え

あ
る
い

は
常
楽

じ
ょ
う
ら
く

会え

と
い
う
）の
本
尊
と
し
て
諸
寺

院
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
一
幅
は
数

◎両界曼荼羅図（血曼荼羅）のうち胎蔵界曼荼羅　平安時代・12世紀 和歌山・金剛峯寺蔵
胎蔵界・金剛界の2幅合わせて約20畳分の面積がある

弘法大師入唐1200年記念
空海と高野山
4月6日（火）～5月16日（日）
東京国立博物館　平成館

主　　催：東京国立博物館 高野山真言
宗総本山金剛峯寺 財団法人
高野山文化財保存会 NHK
NHKプロモーション

後　　援：文化庁
特別協賛：南海電気鉄道株式会社
協　　賛：日本写真印刷株式会社 三井住

友海上火災保険株式会社 株
式会社アーテファクトリー

協　　力：日本通運 セラーテムテクノロジー
制作協力：NHKきんきメディアプラン

観 覧 料：一般1300円（1100円／950円）
大学生900円（800円／510円）
高校生800円（700円／450円）
小・中学生以下無料

＊（ ）内は、前売り／20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者１名は無料です。
入館の際に、障害者手帳などをご提示
ください

◆巡回予定
10月9日（土）～11月23日（火・祝）
和歌山県立博物館

あ
る
仏
涅
槃
図
の
中
で
、
現
存
最
古
で
あ

る
と
と
も
に
も
っ
と
も
優
れ
た
作
品
と
し

て
著
名
で
、
応
徳
三
年
（
一
〇
八
六
）
の

制
作
年
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
応
徳
涅
槃
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
調
和

の
と
れ
た
構
図
、
中
間
色
を
主
体
と
し
た

温
雅
な
色
調
、
釈
迦
の
着
衣
に
ほ
ど
こ
さ

れ
た
繊
細
な
截
金

き
り
か
ね

文
様
な
ど
、
見
ど
こ
ろ

は
尽
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
阿あ

弥み

陀だ

聖
衆

し
ょ
う
じ
ゅ

来ら
い

迎ご
う

図ず

（
国
宝
）。

縦
約
二
メ
ー
ト
ル
、
横
四
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
大
画
面
に
、
金
色
の
阿
弥
陀
以
下
三

十
三
尊
の
仏
・
菩
薩
が
飛
雲
に
乗
っ
て
来

迎
す
る
様
を
描
い
た
大
作
で
す
。
旧
裏
書

に
よ
る
と
、
元
亀
二
年（
一
五
七
一
）の
織

田
信
長
に
よ
る
叡
山
焼
き
討
ち
の
際
に
、

難
を
逃
れ
て
高
野
山
に
移
さ
れ
た
も
の
で
、

も
と
は
比
叡
山
横よ

川か
わ

安あ
ん

楽ら
く

谷だ
に

の
勅
封
の
宝

庫
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
霊
宝
で
し
た
。
平

安
時
代
末
期
の
来
迎
図
の
傑
作
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
仏
画

は
も
と
よ
り
、
中
国
・
朝
鮮
か
ら
の
渡
来

画
や
、
長は

谷せ

川が
わ

等と
う

伯は
く

や
池
大
雅
の
作
品
な

ど
、
十
一
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
わ
た
る

絵
画
作
品
の
粒
ぞ
ろ
い
の
名
宝
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
ま
す
。

（
松
原
　
茂
）

″



●5

'諸尊仏龕　唐時代・8世紀 和歌山・金剛峯寺蔵
唐代檀像彫刻の傑作のひとつ。世界的な至宝といえる

'仏涅槃図
平安時代・応徳3年（1086）
和歌山・金剛峯寺蔵
4月27日～5月16日展示
現存最古の仏涅槃図で、
院政期仏画を代表する名品

'阿弥陀聖衆来迎図
平安時代・12世紀 和歌山・有志八幡講十八箇院蔵　
4月6日～4月25日展示
雲に乗って浄土から迎えにくる阿弥陀如来と仏・菩薩

空
海
ゆ
か
り
の
仏
龕
か
ら

運
慶
の
傑
作
ま
で

高
野
山
は
ま
さ
に
仏
教
彫
刻
の
宝
庫
で

す
。
見
ど
こ
ろ
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
師
ゆ
か
り
の
も
の
、
密
教

彫
刻
の
優
品
、
さ
ら
に
運
慶

う
ん
け
い

の
傑
作
と
三

つ
の
視
点
か
ら
選
ん
で
み
ま
し
た
。

す
。
総
高
わ
ず
か
二
十
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
小
さ
な
空
間
に
総
計
二
十
五
体
の
諸

尊
を
緻
密
に
刻
み
出
し
た
技
術
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
、
細
部
と
全
体
が
調
和

を
保
ち
な
が
ら
有
機
的
に
構
築
さ
れ
た
造

形
力
は
、
唐
代
彫
刻
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

諸し
ょ

尊そ
ん

仏ぶ
つ

龕が
ん（
国
宝
）は
、
大
同
元
年（
八

〇
六
）、
空
海
が
中
国
・
唐
か
ら
持
ち
帰
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
小
さ
な
仏
龕
で
す
。
白

び
ゃ
く

檀だ
ん

の
一
材
を
前
後
に
二
分
し
、
さ
ら
に
前

面
材
を
中
央
で
左
右
に
二
分
し
て
、
三
部

分
に
分
け
、
各
部
分
を
蝶
番

ち
ょ
う
つ
が
い
で
繋つ

な

ぎ
、
三

面
開
き
で
開
閉
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま



◎大日如来坐像
平安時代・仁和3年（887）
和歌山・金剛峯寺蔵
風格のある造形を示し、9世紀後半の
真言密教彫像の基準作例として貴重

も
と
金
剛
峯
寺
西
塔
に
安
置
さ
れ
て
い

た
大
日
如
来
坐
像（
重
文
）は
、
空
海
没
後
、

高
野
山
の
整
備
に
努
め
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
真
然

し
ん
ぜ
ん

に
よ
っ
て
仁
和
三
年（
八
八
七
）

に
造
立

ぞ
う
り
ゅ
う

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
頭と

う

体た
い

の
幹
部
は
両
脚
の
大
部
分
と
両
腕
の
肘
部

ま
で
を
含
め
て
一
材
か
ら
造
る
典
型
的
な

一
木
彫
像
で
、
重
量
感
に
あ
ふ
れ
た
迫
力

あ
る
造
形
を
示
し
て
い
ま
す
。
太
く
高
い

髻
の
形
、
幅
の
広
い
面
部
と
や
や
な
ま
め

い
た
表
情
な
ど
、
真
言
密
教
彫
像
の
特
色

を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。

八は
ち

大だ
い

童ど
う

子じ

立り
ゅ
う

像ぞ
う（
国
宝
）
は
建
久
八
年

（
一
一
九
七
）な
い
し
九
年
に
建
立
さ
れ
た

一
心
院
不
動
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た『
高

野
春
秋
』に
は
運
慶
作
と
記
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
当
初
の
六
体
に
つ
い
て
は
、

上
部
が
月
輪
形
の
木
札
を
像
内
に
納
め
て

い
る
こ
と
が
X
線
写
真
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
る
こ
と
、
破
綻
の
な
い
充
実
し
た
姿
や

き
り
っ
と
し
た
顔
立
ち
を
示
す
こ
と
な
ど
、

そ
の
他
の
運
慶
作
品
と
共
通
す
る
特
色
を

示
し
て
お
り
、
そ
の
伝
承
は
間
違
い
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
実
在
の
少

年
を
写
し
た
か
の
よ
う
な
迫
真
の
造
形
を

示
し
、
現
存
す
る
運
慶
作
品
の
中
で
も
、

ひ
と
き
わ
精
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
南
北
朝
時
代
の
後
補
の
二
体
を
含
め
て

八
大
童
子
像
が
勢
揃
い
し
、
ま
た
こ
れ
ら

の
像
と
と
も
に
不
動
堂
の
本
尊
と
し
て
祀

ら
れ
て
き
た
平
安
時
代
後
期
の
不
動
明
王

坐
像
も
出
品
さ
れ
ま
す
。
不
動
堂
伝
来
の

諸
像
を
群
像
と
し
て
鑑
賞
で
き
る
ま
た
と

な
い
機
会
に
な
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

■記念講演会
第１回　4月10日（土） 13時30分～15時
「日本の密教思想」

末木文美士 東京大学教授
第2回　4月24日（土） 13時30分～15時
「高野山の仏教彫刻」

当館図書・映像サービス室長

いずれも東京国立博物館大講堂にて　
定員380名（事前申込制）
聴講無料（ただし当日の入館料が必要です）

【申込方法】
往復はがきに、住所、氏名、電話番号、希望
日を明記し下記までお送りください

【締　　切】
第1回 3月26日（金）必着
第2回 4月9日（金）必着

【申 込 先】
〒103-0014  東京都中央区日本橋
蛎殻町 1-28-9 ヤマナシビル
「空海と高野山」展広報事務局講演会係

「空海と高野山」展と同じ時期に国立西洋美術
館（上野公園）では、「ヴァチカン美術館所蔵
古代ローマ彫刻展」（3月2日～5月30日）が開
催されています。このふたつの展覧会を比較
しながら楽しめるワークシート「くらべてみ
よう！日本の彫刻とローマの彫刻」を用意し
て、楽しいスタンプラリーを実施します。2
会場でスタンプを押して投票すると、抽選で
プレゼントがもらえます。

矜羯羅童子像恵喜童子像

恵光童子像

'八大童子立像・制多伽童子像
和歌山・金剛峯寺蔵 鎌倉時代・12世紀 玉眼の技法の

特質が十分に発揮された、いきいきとした眼の表情に注目

スタンプラリーのお知らせ
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平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内
　
2
0
0
４
年
3
・
4
月

旧
暦
三
月
三
日
は
、
そ
の
季
節
に
ち
な

ん
で
桃
の
節
句
と
呼
び
、
雛ひ

な

人
形
を
飾
っ

て
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
り
ま
す
。

現
在
飾
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
公
家

く

げ

装
束
を

着
用
し
た
内だ

い

裏り

雛
は
、
江
戸
時
代
中
期
頃

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
享
保
年
間（
一
七
一

六
〜
一
七
三
六
）に
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
る

享
保
雛
、
江
戸
時
代
中
期
に
流
行
し
た
関

西
風
の
次
郎
左
衛
門
雛
、
江
戸
後
期
の
牙

首
雛
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
古
様

な
姿
が
愛
好
さ
れ
た
立
雛（
紙
雛
）、
雛
人

形
と
一
緒
に
飾
ら
れ
た
、
犬
筥

い
ぬ
ば
こ

や
雛
飾
り

な
ど
も
展
示
し
、
江
戸
時
代
の
華
や
か
な

雛
壇
の
雰
囲
気
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

す
。
今
回
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
京
都
・

嵯
峨
の
仏
師
が
て
す
さ
び
に
始
め
た
と
い

う
嵯
峨
人
形
、
江
戸
の
科
学
技
術
の
粋
を

生
か
し
た
か
ら
く
り
人
形
な
ど
も
併
せ
て

展
示
い
た
し
ま
す
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

■
人
形
■

桃
の
節
句
の
お
祝
い
に

特
集
陳
列
「
お
雛
さ
ま
と
お
人
形
」

2
月
24
日
（火）
〜
3
月
28
日
（日）

本
館
第
4
室

”裏
技
“
が
生
み
出
す
色
彩
の
魅
力

十
六
羅
漢
図
　

５
月
25
日
（火）
〜
６
月
30
日
(水)

本
館
第
12
室

からくり人形　花見踊り　江戸時代・18世紀
動かせないのが残念なくらい、楽しい踊りの輪。
正徳3年（1713）に京都の細工師・茗荷屋半左衛門が制作したと伝えられる

■
国
宝
室
■

精
緻
な
截
金
の
美
に
注
目

普
賢
菩
薩
像

3
月
2
日
（火）
〜
4
月
11
日
（日）

本
館
第
12
室

今
回
展
示
さ
れ
る
十
六
羅
漢
図
は
、
十

一
世
紀
後
半
の
制
作
と
さ
れ
、
平
安
仏
画

の
最
盛
期
を
代
表
す
る
作
例
の
ひ
と
つ
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て

も
、
そ
の
柔
ら
か
く
温
か
み
の
あ
る
色
彩

に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
色
彩

を
生
み
出
す
鍵
は
画
面
の
裏
に
隠
さ
れ
て

い
ま
す
。

実
は
裏
面
全
体
に
丁
寧
な
彩
色
が
施
さ

れ
、
表
か
ら
は
画
絹
の
織
目
を
通
し
て
淡

い
色
彩
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
表
か
ら
、
白

を
混
ぜ
た
柔
ら

か
く
明
度
の
高

い
色
や
同
系
色

の
濃
淡
を
効
果

的
に
施
し
て
、

落
ち
着
い
た
深

み
の
あ
る
画
面
が
作
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
機
会
に
平
安

仏
画
最
盛
期
の
優
れ
た
色
彩
感

覚
と
技
術
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

（
沖
松
健
次
郎
）

国
宝
に
指
定
さ
れ
る
普
賢

ふ
げ
ん

菩
薩

ぼ
さ
つ

の
画
像

は
二
点
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
当
館
所
蔵

の
一
幅
、
い
ま
ひ
と
つ
が
豊ぶ

乗じ
ょ
う

寺じ

蔵
の
こ

の
作
品
で
、
い
ず
れ
も
十
二
世
紀
の
仏
画

を
代
表
す
る
優
品
で
す
。
法ほ

華け

経き
ょ
う

や
観か

ん

普ふ

賢
経

げ
ん
き
ょ
う

に
は
、
普
賢
菩
薩
は
法
華
経
を
信
奉

す
る
人
を
守
護
す
る
た
め
に
六
本
の
牙
を

も
っ
た
白
象
に
乗
っ
て
現
れ
る
、
と
説
か

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
の
姿

を
描
い
て
い
ま
す
。
当
館
の
普
賢
菩
薩
像

に
く
ら
べ
る
と
、
色
使
い
は
単
調
で
す
が
、

精
緻
な
金
の
截
金

き
り
か
ね

（
箔
を
線
状
あ
る
い
は

小
片
に
截
っ
て
貼
り
付
け
、
輪

郭
や
文
様
を
表
現
す
る
技
法
）

が
見
ど
こ
ろ
で
、
と
く
に
、
銀

泥
の
ぼ
か
し
に
金
の
截
金
を
駆

使
し
た
光
背
の
輝
き
は
、
昨
年

末
に
見
た
東
京
ミ
レ
ナ
リ
オ
の

光
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
善

を
尽
く
し
美
を
尽
く
す
こ
と
が

成
仏
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
強

い
信
念
が
な
せ
る
妙
技
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

（
松
原
　
茂
）

'十六羅漢図　第十三尊者　平安時代・11世紀後半
服の立体感は表と裏からの彩色効果をいかしたもの

'普賢菩薩像（部分）
平安時代・12世紀 鳥取・豊乗寺蔵
截金の超絶技巧も信仰の裏打ちがあってのこと



紅
地
に
桜
の
花
を
白
く
染
め
残
し
た
打う

ち

掛か
け

。
王
朝
風
の
優
美
な
伝
統
模
様
で
あ
る

御
簾

み

す

を
、
大
き
く
き
も
の
全
体
に
表
し
た

デ
ザ
イ
ン
が
見
事
な
一
領
で
す
。
桜
の
間

か
ら
、
風
に
な
び
く
御
簾
が
あ
ら
わ
れ
る

様
子
を
軽
や
か
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
晴
れ

着
ら
し
い
華
や
か
さ
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
ま
す
。

御
簾
に
掛
か
る
の
は
、
五
色
の
糸
で
飾

ら
れ
た
薬
玉

く
す
だ
ま

。
宮
廷
で
は
平
安
時
代
の
頃

か
ら
、
毎
年
五
月
五
日
の
節
句
に
、
麝
香

じ
ゃ
こ
う

や
沈
香

ぢ
ん
こ
う

な
ど
を
入
れ
た
錦
の
袋
を
造
り
花

で
飾
り
、
御
簾
や
柱
に
掛
け
て
邪
気
を
払

う
お
守
り
と
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は

吉
祥
模
様
と
し
て
、
女
性
の
き
も
の
の
模

様
に
も
な
り
ま
し
た
。
綸
子

り
ん
ず

の
地
紋
も
ま

た
、
吉
祥
で
あ
る
飛
鶴
の
模
様
。
晴
れ
着

に
ふ
さ
わ
し
く
吉
祥
模
様
を
取
り
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
に
、
注
文
主
の
細
や
か
な
心
遣

い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
小
山
弓
弦
葉
）

8●

当
館
に
は
天
保
七
年（
一
八
三
六
）に
江

戸
幕
府
の
奥
絵
師
狩
野
養
信（
一
七
九
六

〜
一
八
四
六
）が
高
野
山
の
鎮
守
社
で
あ

る
天
野
社（
現
丹
生
都
比
売
神
社
）に
伝
わ

る
遺
品
を
写
し
た『
高
野
山
学
侶
宝
蔵
古

器
及
楽
装
束
図
』と
い
う
図
絵
六
巻
が
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
料
は
中
世
に
お
い
て
著
名
で
あ

っ
た
同
社
の
一
切
経
会
に
際
し
て
行
わ
れ

た
舞
楽
四
箇
法
要
に
用
い
ら
れ
て
い
た

品
々
を
詳
細
に
記
録
し
た
も
の
で
、
こ
こ

に
描
か
れ
た
遺
品
の
ほ
と
ん
ど
が

現
存
し
、
そ
の
多
く
は
当
館
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
四
月

六
日
〜
五
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ

る
特
別
展「
空
海
と
高
野
山
」に
合

わ
せ
て
、
当
館
に
保
管
さ
れ
る
天

野
社
伝
来
の
遺
品
の
中
か
ら
仮
面

と
装
束
を
中
心
に
選
び
、
図
絵
と

と
も
に
展
示
し
ま
す
。
特
別
展
と

合
わ
せ
て
ご
観
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

『
古
今
和
歌
集
』を
完
存
す
る
現
存
最
古

の
遺
品
で
す
。料
紙
を
紐
で
綴
っ
た
綴
葉
装

て
っ
ち
ょ
う
そ
う

に
仕
立
て
ら
れ
た
冊
子
本
で
、原
装
の
ま
ま

で
伝
存
し
て
い
ま
す
。本
文
と
同
筆
で
上
巻

の
末
尾
に
「
元
永
三
年
七
月
廿
四
日
」
と

奥
書

お
く
が
き

が
加
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
年
号
に
ち

な
ん
で
元
永
本
の
名
で
呼
ば
れ
ま
す
。

紫
・
赤
・
緑
・
黄
・
茶
な
ど
色
と
り
ど

り
の
具
引

ぐ

び

き
地
の
上
に
、唐
草
・
菱
文
様
・

亀
甲

き
っ
こ
う

な
ど
の
型
文
様
を
雲き

母ら

で
刷
り
出
し

た
華
麗
な
日
本
製
の
唐
紙

か
ら
か
み

を
用
い
て
お
り
、

こ
の
裏
面
は
金
銀
の
切
箔

き
り
は
く

・
芒の

ぎ

・
砂す

な

子ご

な

ど
を
撒
い
て
装
飾
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
筆

者
は
、こ
れ
ら
の
料
紙
に
合
わ
せ
て
変
化
に

富
む
書
風
を
展
開
し

て
お
り
、そ
の
能
書
ぶ

り
が
偲
ば
れ
ま
す
。

「
巻
子
本
古
今
和
歌
集
」

な
ど
の
同
筆
遺
品
が

あ
り
、藤
原

ふ
じ
わ
ら

行こ
う

成ぜ
い

の
曾

孫
に
あ
た
る
定
実

さ
だ
ざ
ね（
〜

一
〇
七
七
〜
一
一
一

九
〜
）の
筆
と
す
る
説

が
有
力
で
す
。

（
島
谷
弘
幸
）

打掛 紅綸子地御簾薬玉桜模様　江戸時代・18世紀 紅色が綸子地の輝きを
引き立てる。花冷えの頃に、武家か豪商の若奥様が着た打掛か

■
染
織
■

春
爛
漫
　
桜
の
打
掛

打
掛

紅
綸
子
地
御
簾
薬
玉
桜
模
様

2
月
17
日
（火）
〜
４
月
11
日
（日）

本
館
第
3
室

■
平
安
書
跡
■

能
書
と
料
紙
の
調
和
の
美

元
永
本
古
今
和
歌
集
　

3
月
2
日
（火）
〜
4
月
11
日
（日）

本
館
第
11
室

■
工
芸
■

山
の
鎮
守
社
に
伝
わ
る
遺
品

特
集
陳
列
「
高
野
山
天
野
社
伝
来
の
仮
面
と
装
束
」
4
月
6
日
（火）
〜
5
月
16
日
（日）

平
成
館
寄
贈
品
展
示
室

'古今和歌集（元永本） 平安時代・12世紀 三井高大氏寄贈
料紙装飾と文字の奏でるハーモニーとリズムを楽しんで

舞
楽
面
蘭
陵
王
　
鎌
倉
時
代
・
13
世
紀

天
野
社
伝
来
の
舞
楽
面
中
、最
も
古
様
で
優
れ
た
作
風
を
示
す



毎
春
恒
例
の
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
品
の

特
集
陳
列
か
ら
、銅
版
画
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

福
井
の
旧
家
か
ら
発
見
さ
れ
た「
聖
母
子

図
」を
含
む
二
十
枚
の
銅
版
画
は
、ア
ン
ト

ワ
ー
プ
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
人
版
画
家

に
よ
っ
て
十
六
世
紀
後
半
〜
十
七
世
紀
初

頭
に
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
も
の
で
す
。実
は
、

こ
れ
が
重
要
文
化
財「
紙
本
著
色

し
ほ
ん
ち
ゃ
く
し
ょ
く

聖せ
い

母ぼ

子し

十
じ
ゅ
う

五ご

玄げ
ん

義ぎ

図ず

・
聖
体

せ
い
た
い

秘ひ

蹟せ
き

図ず

」（
京
都
大
学
総

合
博
物
館
蔵
）の
聖
母
子
部
分
の
原
画
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。通
称「
マ
リ
ア
十
五
玄
義

図
」と
呼
ば
れ
る
こ
の
作
品
は
、詳
し
い
調

査
に
よ
れ
ば
、西
欧
の
美
術
教
育
を
受
け
た

日
本
人
絵
師
が
十
七
世
紀
の
初
頭
に
描
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。絵
師
は
ど

こ
で
学
ん
だ
の
で
し
ょ

う
か
。イ
エ
ズ
ス
会
が

設
立
し
た
セ
ミ
ナ
リ
オ

に
お
い
て
、こ
の
銅
版

画
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ

ま
な
西
欧
文
化
に
直
接

触
れ
な
が
ら
、技
能
を

修
得
し
た
と
考
え
る
の

が
最
も
確
か
な
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

（
神
庭
信
幸
）
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■
江
戸
開
府
四
〇
〇
年
記
念
特
集
陳
列
シ
リ
ー
ズ「
幕
府
と
町
人
」
■

東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
の
交
差
点

江
戸
の
医
学
書

３
月
９
日
（火）
〜
４
月
18
日
（日）

本
館
第
19
室

■
歴
史
資
料
■

イ
エ
ズ
ス
会
が
も
た
ら
し
た
銅
版
画

切
支
丹
銅
版
画

「
聖
母
子
図
」

３
月
９
日
（火）
〜
５
月
９
日
（日）

本
館
第
17
室

江
戸
時
代
中
期
、
優
れ
た
蘭
方
医
を
輩

出
す
る
な
ど
、
日
本
の
医
学
は
西
洋
医
学

の
導
入
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
進
歩
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
食
物
と
健
康
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
記
し
た
養
生
書

よ
う
じ
ょ
う
し
ょ

が
広
く
読
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は

人
々
の
経
験
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
今
日

の
科
学
か
ら
み
る
と
誤
っ
た
記
述
も
あ
り

ま
す
が
、
健
康
に
留
意
し
た
食
生
活
は
、

現
代
で
も
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
有
効

な
方
法
の
一
つ
で
す
。
ま
た
病
気
の
治
療

や
養
生
を
目
的
に
行
わ
れ
た
灸
も
、
近
年

は
、
癒
し
、
予
防
医
学
と
い
う
観
点
か
ら
、

そ
の
効
用
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
で
は
、
多
く
の
人
が
健
康
の
た
め

に
愛
読
し
た
医
学
書
を
は
じ
め
、
ツ
ボ
を

学
ぶ
た
め
に
用
い
ら
れ
た
経
絡
人
形
、
西

洋
医
学
の
影
響
を
う
け
た
人
体
解
剖
模
型

な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
橋
裕
次
）

飲
食
養
生
鑑
　
江
戸
時
代
・
19
世
紀

健
康
に
な
る
た
め
の
食
事
法
を
体
内
の
器
官
を
図
解

し
な
が
ら
説
い
て
い
る

切支丹銅版画
「聖母子図」
トマ・ド

ド

・ルー作
16世紀末～17世紀初
大正年間に福井の旧家
で発見された銅版画

名
古
屋
の
実
業
家
で
文
化
人
で
も
あ
っ

た
故
高
野
時
次
氏（
一
九
〇
四
〜
八
三
）が

収
集
さ
れ
、逝
去
の
翌
年
に
ご
遺
族
よ
り
ご

寄
贈
い
た
だ
い
た
浅
井
忠（
一
八
五
六
〜
一

九
〇
七
）の
七
十
三
点
の
作
品
の
中
か
ら
、

日
本
の
風
景
を
描
い
た
十
九
点
の
水
彩
画

を
展
示
し
ま
す
。

佐
倉
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
た
浅
井
は
、十

二
歳
で
藩
の
御
用
絵
師
に
つ
い
て
日
本
画

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、維
新
後
、工
部
美
術

学
校
で
イ
タ
リ
ア
人
の
画
家
フ
ォ
ン
タ
ネ

ー
ジ（
一
八
一
八
〜
八
二
）の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。師
の
帰
国
後
の
明
治
三

十
一
年
に
東
京
美
術
学
校
の
教
授

と
な
り
、二
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
留

学
後
は
活
動
の
場
を
関
西
に
移

し
、三
十
九
年
に
関
西
美
術
院
が

発
足
す
る
と
、院
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

留
学
は
浅
井
の
画
業
の
上
で
、

光
や
遠
近
の
表
現
に
大
き
な
展

開
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。展
示
室

で
は
、そ
の
豊
か
な
自
然
表
現
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。（
玉
蟲
玲
子
）

■
寄
贈
品
■

水
彩
に
よ
る
豊
か
な
自
然
表
現

特
集
陳
列
「
高
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
浅
井
忠
の
日
本
風
景
」

３
月
２
日
（火）
〜
３
月
31
日

（水）

平
成
館
寄
贈
品
展
示
室

農家　浅井忠筆 明治35～40年（1902～1907）
高野時次氏寄贈　古い農家のたたずまいと日々の
労働を、明るい陽光のうちに描く

(4月4日まで展示)
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■
エ
ジ
プ
ト
考
古
■

修
学
旅
行
生
の
人
気
ナ
ン
バ
ー
１

木み

乃い

伊ら

と
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
棺

常
設

東
洋
館
第
3
室

木
乃
伊
―
ミ
イ
ラ
を
漢
字
で
は
こ
う
書

き
ま
す
。
亜
麻
布
を
貼
り
合
わ
せ
た
一
体

型
の
棺
に
封
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
三
十
七
年（
一
九
〇
四
）に
エ
ジ
プ
ト
か

ら
東
京
国
立
博
物
館
の
前
身
で
あ
る
帝
室

博
物
館
に
到
着
後
、「
身
」と「
蓋ふ

た

」に
切
り

分
け
ら
れ
ま
し
た
。

X
線
で
調
べ
て
も
、
包
帯
に
包
ま
れ
た

遺
体
に
、
特
に
装
身
具
な
ど
は
見
え
ま
せ

ん
。
他
方
、
赤
外
線
写
真
を
撮
る
と
、
棺

表
面
を
覆
う
黒
い
液
状
物
質
の
下
に
、
色

絵
の
具
で
書
か
れ
た
冥
界
の
神
々
や
古
代

エ
ジ
プ
ト
語
の
銘
文
が
よ
く
見
え
ま
す
。

当
初
か
ら「
ア
ン
ク
マ
ウ
ト
の
子
、
プ
シ

ャ
レ
プ
タ
ハ
」の
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
十
年（
一
九
九
八
）、
エ
ジ
プ
ト

学
者
の
鈴
木
ま
ど
か
教
授
は
、
赤
外
線
写

真
を
使
い
、
銘
文
を
全
訳
し
ま
し
た
。「
ケ

ン
テ
ィ
イ
メ
ン
テ
ィ
ュ
ウ
、
ア
ビ
ュ
ド
ス

の
主
人（
で
あ
る
）オ
シ
リ
ス
神
に
王
が
与

え
る
供
物
と
食
糧
と
を
、
故
ア
ン
ク
ム
ウ

ト
の
息
子
、
オ
シ
リ
ス（
に
な
っ
た
者
）、

故
パ
シ
ェ
リ
エ
ン
プ
タ
ハ
に
与
え
る
為

に
」。
時
代
も
第
二
十
五
王
朝
と
記
録
さ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、

表
記
の
よ
う
に
改
訂

さ
れ
ま
し
た
。
百
年

経
っ
て
も
ま
だ
ま
だ

新
発
見
が
あ
り
ま
す
。

（
後
藤
　
健
）

■
中
国
書
跡
■

都
内
の
三
館
で
拓
本
の
企
画
展

特
集
陳
列
「
拓
本
―
三
館
同
時
開
催
に
よ
る
名
品
展
―
」

数
少
な
い
真
跡

し
ん
せ
き

は
、
ご
く
限
ら
れ
た

人
々
に
の
み
収
蔵
が
許
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
現
在
の
印
刷
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
い
わ
ゆ
る
拓
本

た
く
ぼ
ん

の
技
法
が
考
案
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
知
ら
れ
る
最
古
の
例
は
、

敦
煌

と
ん
こ
う

の
蔵
経
洞
か
ら
発
見
さ
れ
た
唐
の
太た

い

宗そ
う

の
温
泉
銘
で
、
永
徽
四
年（
六
五
三
）の

書
付
が
あ
り
ま
す
。
碑
文
を
拓
本
に
採
る

こ
と
は
、
こ
れ
以
前
、
か
な
り
古
い
時
代

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
や
が

て
は
拓
本
を
採
る
た
め
に
、
名
筆
を
石
や

木
に
刻
し
て
、
こ
れ
を
編
集
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
三
井
文
庫
、
書
道

博
物
館
と
当
館
の
三
館
が
、
開

催
時
期
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
拓
本
の
名
品
を
一
挙
に
公
開

い
た
し
ま
す
。
意
匠
を
凝
ら
し

た
精
拓
や
、
原
石
が
亡
び
て
、

拓
本
の
み
が
伝
え
ら
れ
る
例
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
拓
本
を
ご
高

覧
く
だ
さ
い
。
（
富
田
　
淳
）

初
代
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
上
野
か
ら

上
野
の
桜

さ
く
ら
の
季
節
が
め
ぐ
っ
て
き

ま
し
た
。ま
さ
に
爛
漫
の
春
、心
に

も
恋
の
ほ
こ
ろ
ぶ
も
っ
と
も
す
て

き
な
季
節
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
。花

の
上
野
に
つ
い
て
は
申
し
上
げ
る

必
要
も
あ
り
ま
す
ま
い
が
、花
の
博

物
館
も
え
も
い
わ
れ
ぬ
風
情
が
あ

り
ま
す
。と
こ
ろ
で
、博
物
館
で
一

番
先
に
花
を
つ
け
る
さ
く
ら
を
ご

存
知
で
す
か
。一
月
の
末
ご
ろ
に
開

花
す
る
カ
ン
ザ
ク
ラ
が
そ
れ
で
、表

慶
館
と
正
門
の
間
の
芝
生
に
あ
り

ま
す
。開
花
が
早
す
ぎ
る
の
で
、だ

れ
か
ら
も
そ
れ
が
さ
く
ら
と
は
思

わ
れ
な
い
か
わ
い
そ
う
な
存
在
な

の
で
す
が
、一
度
愛
で
て
や
っ
て
く

だ
さ
い
。

さ
く
ら
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
指

を
屈
す
る
と
い
い
ま
す
が
、こ
の
花

は
実
は
博
物
館
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
の
で
す
。そ
れ
は
こ
の
命
名
者

が
博
物
館
の
大
先
輩
だ
か
ら
で
す
。

そ
の
ひ
と
は
藤
野
寄
命（
ふ
じ
の
よ

り
な
が
）と
い
い
、農
商
務
省
博
物

館
時
代
の
天
産
部
の
職
員
で
、
田

中
芳
男
に
よ
っ
て
博
物
館
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。か
れ
は
博
物
館
が
宮

内
省
に
移
管
さ
れ
た
時
点
で
博
物

館
を
去
り
、
農
商
務
省
に
移
り
ま

す
。学
会
に
報
告
さ
れ
た
の
は
明
治

三
十
三
年（
一
九
〇
〇
）の
こ
と
で

す
が
、き
っ
か
け
は
農
商
務
省
博
物

館
時
代
に
お
こ
な
っ
た
上
野
公
園

の
さ
く
ら
調
査
で
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。第
一
号
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は

時
の
鐘
近
く
に
あ
っ
た
さ
く
ら
の

木
な
の
だ
そ
う
で
す
。日
本
人
の
愛

す
る
花
の
第
一
等
が
博
物
館
の
大

先
輩
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
と

い
う
の
は
う
き
う
き
す
る
よ
う
な

楽
し
い
話
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。

（
上
野
仁
哉
）

カンザクラ
3月13日（土）から4月18日（日）は庭園が開放されます。
お花見散策をお楽しみください

6

定武蘭亭叙（宋拓） 元時代の呉炳が収蔵して
いたので呉炳本として知られる
＊お問い合わせ先　
三井文庫別館　
東京都中野区上高田 5-16-1 TEL03-3387-2211
台東区立書道博物館　
台東区根岸2-10-4 TEL03-3872-2645

3
月
30
日
（火）
〜
６
月
６
日
（日）

東
洋
館
第
8
室

４
月
３
日
(土)
〜
５
月
30
日
（日）

三
井
文
庫
別
館
　
　
　
　

４
月
３
日
(土)
〜
５
月
30
日
（日）

台
東
区
立
書
道
博
物
館
　

ミイラとカルトナージュ棺　
エジプト、テーベ出土　
第22王朝時代（前935～前730年頃）
ガストン・マスペロ氏寄贈　棺の全
長は166.7cm。上図は古代エジプト
語の銘文。カルトナージュ棺の縦の
中心線に書かれているもの
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◎鷲置物　鈴木長吉作
明治25年（1892）
1893年シカゴ・コロンブス
博覧会に出品

「世紀の祭典 万国博覧会の美術」
～パリ・ウィーン・シカゴ万博に見る東西の名品～

2005年日本国際博覧会開催記念展

「世紀の祭典 万国博覧会の美術」
～パリ・ウィーン・シカゴ万博に見る東西の名品～
2004年7月6日（火）～8月29日（日）
東京国立博物館　平成館

主　　催 東京国立博物館　大阪市立美術館　名古屋市博物館　
ＮＨＫ　ＮＨＫプロモーション　日本経済新聞社

共　　催 財団法人2005年日本国際博覧会協会
後　　援 文化庁
◆巡回予定 2004年10月5日（火）～11月28日（日）大阪市立美術館

2005年1月5日（水）～3月6日（日）名古屋市博物館

万
博
で
花
開
い
た

美
術
の
軌
跡
を
た
ど
る

十
九
世
紀
後
半
は
地
球
が
一
気
に
小

さ
く
な
っ
た
時
代
で
す
。「
万
国
博
覧
会

の
時
代
」と
も
言
わ
れ
る
こ
の
時
代
、
人

類
が
築
き
あ
げ
た
技
術
や
芸
術
な
ど
は

万
国
博
覧
会
の
会
場
と
い
う
一
カ
所
に

集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
世
界
へ
と
発
信

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
幕
末
に
開
国
し

た
日
本
も
そ
の
大
き
な
渦
の
中
に
飲
み

込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

「
世
紀
の
祭
典
」
と
し
て
の
万
国
博
覧

会
は
、
西
洋
と
東
洋
の
出
会
い
の
場
で

も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
は
そ
こ
か
ら
西

洋
を
貪
欲
に
吸
収
し
、
西
洋
は
日
本
を

驚
き
の
目
で
迎
え
ま
す
。
こ
の
万
国
博

覧
会
の
会
場
で
、
最
も
強
く
日
本
を
印

象
付
け
た
も
の
こ
そ
優
れ
た
技
に
支
え

ら
れ
た
日
本
の
工
芸
で
し
た
。
こ
の
展

覧
会
で
は
幕
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま

で
の
万
国
博
覧
会
の
工
芸
に
焦
点
を
あ

て
、
古
美
術
と
し
て
の
工
芸
と
輸
出
品

と
し
て
の
工
芸
と
い
う
二
つ
の
日
本
工

芸
と
、
西
洋
と
の
関
わ
り
を「
ジ
ャ
ポ
ニ

ズ
ム
」「
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」と
い
っ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
と
と
も
に
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
柱
と
な
る
の
が
、
西

洋
絵
画
で
す
。
万
国
博
覧
会
の
中
で
人

類
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
し
て
美
術

は
科
学
技
術
に
劣
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
万
国
博
覧
会

の
会
場
で
、
あ
る
い
は
そ
の
開
催
に
あ

わ
せ
て
会
場
外
で
開
か
れ
た
美
術
展
に

出
品
さ
れ
た
西
洋
絵
画
や
彫
刻
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
。

2005年日本国際博覧会開催記念展

◎褐釉蟹貼付脚付鉢
宮川香山作
明治14年（1881）頃
1881年第2回内国勧業
博覧会出品

【主な海外出品作品所蔵館】
オルセー美術館（フランス）
ビクトリア＆アルバート美術館（イギリス）
フィラデルフィア美術館（アメリカ）
ハンブルグ装飾美術館（ドイツ）

教
育
普
及
事
業
の
お
知
ら
せ

2
0
0
4
年
３
月
〜
５
月
の
月
例
講
演
会
予
定

４
月
17
日
（土）

「
建
久
年
間
の
運
慶
と
大
日
如
来
像
」

当
館
教
育
普
及
室
長
　
山
本
　
勉

５
月
15
日
（土）

国
際
博
物
館
の
日
記
念
講
演
会

「
博
物
館
の
展
示
と
デ
ザ
イ
ン
｜

世
界
と
日
本
の
違
い
か
ら
」

当
館
デ
ザ
イ
ン
室
主
任
研
究
員
　

木
下
史
青

平
成
館
大
講
堂
に
て
　

各
回
と
も
13
時
30
分
〜
15
時

（
13
時
開
場
予
定
）

＊
定
員
3
8
0
名
　
先
着
順

＊
聴
講
無
料

（
た
だ
し
、当
日
の
入
館
料
が
必
要
で
す
）

◆
春
の
庭
園
開
放

3
月
13
日
（土）
〜
4
月
18
日
（日）
は
東
京
国
立

博
物
館
庭
園
を
開
放
い
た
し
ま
す（
10
時
〜
16

時
）。
由
緒
あ
る
5
棟
の
茶
室
の
点
在
す
る
庭

園
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

を
は
じ
め
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、
シ
ョ
ウ
フ
ク

ジ
ザ
ク
ラ
、
枝
垂
れ
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、

緑
が
か
っ
た
花
が
美
し
い
ギ
ョ
イ
コ
ウ
ザ
ク
ラ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
桜
も
楽
し
め
ま
す
。

お
天
気
の
よ
い
暖
か
い
日
を
選
ん
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。（
荒
天
時
は
庭
園
開
放
は
中
止
と

な
り
ま
す
）桜の道を散策
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４
月
６
日
か
ら
は
じ
ま
る「
空
海
と
高
野

山
」展
で
は
、
高
野
山
に
伝
わ
る
密
教
美
術

の
名
品
が
数
多
く
出
品
さ
れ
ま
す
。
密
教

で
は
悟
り
の
境
地
に
至
る
た
め
に
、
厳
し

い
行ぎ

ょ
う

を
積
み
重
ね
ま
す
。
さ
ら
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
利
益
を
願
っ
て
、
修
法

し
ゅ
う
ほ
う

と
呼
ば
れ

る
加か

持じ

祈き

祷と
う

を
営
み
ま
す
。
こ
う
し
た
宗

教
実
践
を
重
ん
じ
る
密
教
で
は
、
そ
れ
ら

の
行
や
修
法
の
場
で
使
う
た
め
の
道
具
と

し
て
、
多
く
の
絵
画
や
法
具
が
生
み
出
さ

れ
ま
し
た
。
曼ま

ん

荼だ

羅ら

は
、
大
日

だ
い
に
ち

如に
ょ

来ら
い

を
中

心
と
し
た
密
教
の
世
界
観
を
表
し
た
も
の
。

修
法
に
お
い
て
は
法
具
を
配
し
た
大
壇

だ
い
だ
ん

を

設
え
ま
す
が
、
そ
れ
は
仏ほ

と
け

、
菩ぼ

薩さ
つ

が
舞
い

降
り
る
場
所
と
し
て
重
要
な
役
目
を
果
た

し
ま
す
。
密
教
の
美
術
は
、
こ
の
よ
う
な

宗
教
実
践
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
、

一
般
の
人
に
と
っ
て
は
非
常
に
と
っ
つ
き

に
く
い
も
の
で
す
。
と
く
に
金
剛
鈴

こ
ん
ご
う
れ
い

や
金こ

ん

剛ご
う

杵し
ょ

と
い
っ
た
密
教
法
具
は
、
わ
け
の
わ

か
ら
な
い
も
の
、
と
し
て
展
示
ケ
ー
ス
の

前
を
素
通
り
し
て
し
ま
う
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
一
方
で
、

不
思
議
な
パ
ワ
ー
や
魅
力
を
感
じ
る
人
も

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
は
鑑
賞
の
手
が
か
り
を
つ
か
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
密
教
法
具
入
門
と
題
し
て

お
話
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

唐
か
ら
飛
ん
で
き
た
三
鈷
杵

最
初
に
、
高
野
山
金
剛

こ
ん
ご
う

峯ぶ

寺じ

の
も
っ
と

も
重
要
な
宝
物
、
飛
行

ひ
ぎ
ょ
う

三さ
ん

鈷こ

杵し
ょ

を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
ょ
う（
写
真
①
）。
こ
れ
は
修

法
の
大
切
な
道
具
で
あ
る
金
剛
杵
の
一
種

で
、
煩
悩

ぼ
ん
の
う

や
魔
を
打
ち
破
る
こ
と
を
象
徴

す
る
も
の
で
す
。
把は

と
呼
ば
れ
る
、
真
ん

中
の
細
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
握
っ
て
使
い

ま
す
。
両
側
に
三
本
の
爪（
鈷こ

）が
あ
り
ま

す
ね
。
金
剛
杵
の
う
ち
、
こ
の
よ
う
に
三

本
の
爪
を
持
つ
も
の
を
三さ

ん

鈷こ

杵し
ょ

、
五
本
の

爪
を
持
つ
も
の
を
五ご

鈷こ

杵し
ょ

、
一
本
の
も
の

を
独
鈷

と
っ
こ

杵し
ょ

と
い
い
ま
す
。
ど
こ
か
危
険
な

パ
ワ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
金
剛
杵
の
か
た
ち

は
、
も
と
も
と
は
古
代
イ
ン
ド
の
武
器
か

ら
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

飛
行
三
鈷
杵
の
み
ど
こ
ろ
は
、
真
ん
中
に

鋭
く
の
び
た
中ち

ゅ
う

鈷こ

と
両
脇
に
ぐ
っ
と
力
強

く
張
っ
た
脇わ

き

鈷こ

で
す
。
三
本
の
爪
に
は
、

と
げ
の
よ
う
な
も
の
ま
で
つ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
逆
刺

さ
か
さ
し

と
い
っ
て
、
釣
り
針

の「
か
え
し
」の
よ
う
な
も
の
。
全
体
に
鋭

く
緊
張
感
の
あ
る
造
形
が
特
徴
で
す
。

こ
の
三
鈷
杵
は
真
言
密
教
の
開
祖
で
あ

り
、
高
野
山
を
開
い
た
弘
法
大
師
空
海
の

所
用
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
空
海
は
、
延

暦
二
十
三
年（
八
〇
四
）に
留
学
生
と
し
て

唐
に
渡
り
、
密
教
の
高
僧
、
恵け

い

果か

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

か
ら
法
の
全
て
を
受
け
ま
し
た
。
二
年

後
、
帰
国
の
際
に
空
海
は
明
州

み
ん
し
ゅ
う（
現
在
の

寧に
ん

波ぽ
う

）の
港
か
ら
祖
国
日
本
に
向
か
っ
て
、

恵
果
か
ら
も
ら
っ
た
三
鈷
杵
を
投
げ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
鈷
杵
は
、

の
ち
に
高
野
山
の
松
の
枝
に
か
か
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
空
海

は
、
三
鈷
杵
の
導
き
に
よ
っ
て
、
弘
仁
七

年（
八
一
六
）、
こ
こ
を
根
拠
地
と
定
め
、

密
教
の
道
場
を
開
い
た
の
で
す
。
こ
の
松

は
、「
三
鈷
の
松
」と
呼
ば
れ
て
今
も
御
影

堂
の
前
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
鈷
杵
が
実

際
に
唐
で
作
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る

力
強
い
造
形
は
、
非
常
に
古
い
様
式
を
伝

え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

飛
行
三
鈷
杵
は
、
高
野
山
で
も
弘
法
大

師
の
御み

影え
い

（
肖
像
）を
ま
つ
る
御
影
堂
で

厳
重
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。こ

れ
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
も
今
回
の
展
覧
会

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
価
値
は
十
分
に
あ
る
で

し
ょ
う
。

こ
こ
で
、
弘
法
大
師
と
金
剛
杵
に
関
わ

る
も
う
ひ
と
つ
の
有
名
な
伝
説
を
思
い
出

さ
れ
た
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
伊

豆
修し

ゅ

善ぜ
ん

寺じ

の
独
鈷

と
っ
こ

の
湯
に
ま
つ
わ
る
伝
説

で
す
。
空
海
が
独
鈷
杵
を
地
面
に
突
き
立

て
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
か
ら
湯
が
湧
い
た
と

い
う
も
の
で
す
。
弘
法
大
師
が
伊
豆
を
訪

れ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
の
で
、
ど
う
や

ら「
伝
説
」に
す
ぎ
な
い
の
で
す
が
、
金
剛

杵
に
は
な
に
か
不
思
議
な
パ
ワ
ー
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

弘
法
大
師
の
密
教
法
具

飛
行
三
鈷
杵
を
別
に
し
て
、
空
海
が
唐

か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
ほ

ぼ
確
実
と
さ
れ
る
法
具
が
、
京
都
の
東と

う

寺じ

に
あ
り
ま
す
。
空
海
が
唐
か
ら
持
ち
帰
っ

た
経
典
、
曼
荼
羅
、
法
具
な
ど
の
リ
ス
ト

が
、
弘
法
大
師
請
来

し
ょ
う
ら
い

目も
く

録ろ
く

と
し
て
東
寺
に

遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
録
に
記
載
さ

れ
て
い
る
経
典
や
仏
画
に
は
、
現
存
す
る

も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
法
具
に
つ

い
て
も
、
東
寺
に
伝
わ
る
五
鈷
杵
と
五ご

鈷こ

鈴れ
い

、
こ
れ
ら
を
の
せ
る
金こ

ん

剛ご
う

盤ば
ん

の
三
点
の

セ
ッ
ト
が
空
海
の
請
来
品
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

神秘の力、造形の美　密教法具入門
「空海と高野山」展では高野山伝来の名品の数々を、特集陳列「密教法具」では
当館の所蔵品と寄託品のなかでも選りすぐりの優品をご覧いただきましょう。
最高の教材で贅沢にお楽しみいただく、密教法具の鑑賞講座入門編です。

①金銅三鈷杵（飛行三鈷杵）
伝弘法大師所持　
平安時代・9世紀　
和歌山・金剛峯寺蔵　
空海が真言密教の根拠地を定める
ために投じたという伝説の三鈷杵
「空海と高野山」展出品



五
鈷
鈴
は
、
把は

手し
ゅ

の
上
に
五
鈷
杵
と
同

じ
よ
う
な
爪
を
も
つ
鈴
で
す
。
金
剛
杵
と

同
様
、
爪
が
一
本
な
ら
独
鈷

と
っ
こ

鈴れ
い

、
三
本
な

ら
三さ

ん

鈷こ

鈴れ
い

と
な
り
ま
す
。
修
法
で
は
手
に

と
っ
て
鳴
ら
し
ま
し
ま
す
が
、
そ
の
音
は

人
間
の
中
に
眠
っ
て
い
る
仏
性

ぶ
っ
し
ょ
う

を
覚
醒

か
く
せ
い

さ

せ
、
仏
を
歓
喜
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
鳴
ら
し
て
み
る
と
、
風
鈴
の

よ
う
に
涼
や
か
で
美
し
い
音
が
し
ま
す
。

密
教
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
全
く
新
し
い

仏
教
で
し
た
か
ら
、
請
来
さ
れ
た
経
典
や

法
具
は
、
忠
実
に
そ
の
写
し
が
作
ら
れ
法

が
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。
空
海
が
持
ち
帰
っ

た
こ
の
法
具
は
弘
法
大
師
請し

ょ
う

来ら
い

様よ
う

と
よ
ば

れ
、
日
本
の
密
教
法
具
の
祖
形
と
な
り
、

そ
の
き
ま
り
が
、
連
綿
と
江
戸
時
代
ま
で

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
空
海
と
高
野
山
」に
も
平
安
時
代
に
写
さ

れ
た
請
来
様
の
流
れ
を
ひ
く
五
鈷
鈴
が
二

点（
写
真
②
、
③
）、
当
館
の
所
蔵
品
に
も

平
安
時
代
の
五
鈷
杵（
写
真
④
）が
あ
り
ま

す
。
五
鈷
鈴
は
、
鈴れ

い

身し
ん

の
肩
、
胴
、
腰
の

三
箇
所
に
紐ひ

も

状
の
帯
飾
り
が
あ
る
こ
と
、

把
手
に
大
き
な
鬼き

目も
く

の
装
飾
が
あ
る
こ
と
、

五
鈷
杵
に
つ
い
て
は
、
柄
の
鬼
目
部
が
切き

り

子こ

型
と
な
り
、
中
鈷
が
八
角
す
い
で
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
と
し
て
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

時
代
を
写
す
か
た
ち

密
教
法
具
は
そ
も
そ
も
か
た
ち
な
ど
に

つ
い
て
儀
軌

ぎ

き

や
経
典
で
細
か
く
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ど
れ
も
そ
の
基
本
形
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
、
空
海
ら
入
唐

に
っ
と
う

僧そ
う

の
持
ち
帰
っ
た
も
の
を
写
し
て
作
ら
れ

た
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
実
際
に
い
つ
作

ら
れ
た
の
か
、
判
定
が
難
し
い
と
き
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
金
剛
杵
で

は
、
古
い
も
の
は
概
し
て
大
き
く
、
鈷
は

鋭
く
と
が
っ
て
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

時
代
が
下
る
と
、
鈷
は
短
く
、
鋭
さ
が
弱

く
な
っ
て
、
脇
鈷
が
中
鈷
を
抱
え
込
む
よ

う
な
か
た
ち
に
な
り
ま
す
。
室
町
時
代
に

は
脇
鈷
と
中
鈷
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
い
ま

す
。
蓮
弁
の
装
飾
は
、
平
安
時
代
は
単
弁

だ
っ
た
も
の
が
鎌
倉
時
代
に
は
二
重
に
な

る
な
ど
時
代
に
よ
る
変
化
も
見
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
繊
細
さ
を
重
ん
じ
る
平
安
時
代

に
は
平
安
の
、
重
厚
な
も
の
を
重
ん
じ
る

鎌
倉
時
代
に
は
鎌
倉
の
、
技
術
が
低
下
し

て
く
る
室
町
時
代
に
は
室
町
の
、
各
時
代

の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

「
空
海
と
高
野
山
」に
出
品
さ
れ
る
独
鈷

杵
二
つ
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
写
真
⑤

は
唐
あ
る
い
は
平
安
時
代
初
期
の
も
の
。

写
真
⑥
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
。
武
器
と
し

て
の
緊
張
感
を
も
つ
鋭
い
造
形
が
、
い
つ

か
丸
み
を
帯
び
た
装
飾
的
で
お
だ
や
か
な

造
形
に
変
わ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

時
代
に
よ
っ
て
造
形
が
変
わ
る
こ
と
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
面

白
く
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

法
具
の
曼
荼
羅

こ
れ
ま
で
金
剛
杵
と
金
剛
鈴
の
お
話
を

し
て
き
ま
し
た
が
、
密
教
法
具
に
は
ほ
か

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
絵

巻
な
ど
を
見
ま
す
と
、
修
法
の
際
に
は
正

面
に
仏
の
画
像
を
置
い
て
、
そ
の
前
に
大

壇
と
よ
ば
れ
る
法
具
の
台
を
置
き
、
さ
ま

②（右）・③（左）：
金銅五鈷鈴
平安時代・12世紀　
和歌山・金剛峯寺蔵
「空海と高野山」展出品

④金銅五鈷杵
平安時代・12世紀　
弘法大師請来様の五鈷杵
特集陳列「密教法具」展示
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ざ
ま
な
密
教
法
具
を
並
べ
て
い
ま
す
。
修

法
の
種
類
に
よ
っ
て
法
具
の
種
類
や
並
べ

方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
金
剛
杵
、
金
剛

鈴
、
香
炉
、
閼あ

伽か

・
塗ず

香こ
う

・
華け

鬘ま
ん

を
盛
る

六ろ
っ

器き

と
呼
ば
れ
る
六
つ
の
小
碗
、
飲お

ん

食じ
き

器き

、

火か

舎し
ゃ

、
花
瓶
の
セ
ッ
ト
が
基
本
で
す
。
二

本
の
三
鈷
杵
を
十
字
に
組
ん
だ
形
の
羯か

つ

磨ま

、

鋭
い
歯
の
つ
い
た
輪り

ん

宝ぽ
う

も
あ
り
ま
す
。

実
は
密
教
法
具
は
そ
れ
自
体
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
仏
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
独
鈷
、
三
鈷
、
五
鈷
、

宝ほ
う

珠じ
ゅ

、
塔
の
五
種
の
金
剛
鈴
の
セ
ッ
ト
の

場
合
、
金
剛
界
で
は
塔
鈴
を
中
心
に
、
東

に
五
鈷
鈴
、
南
に
宝
珠
鈴
、
西
に
独
鈷
鈴
、

北
に
三
鈷
鈴
を
置
く
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
、
大
日
如
来
、
阿あ

し
ゅ
く

如
来
、

宝
生

ほ
う
し
ょ
う

如
来
、
無む

量り
ょ
う

寿じ
ゅ

如
来
、
不
空

ふ
く
う

成
就

じ
ょ
う
じ
ゅ

如

来
を
象
徴
し
ま
す
。（
写
真
⑦
）

そ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
具
が
た
く
さ
ん

並
ん
だ
大
壇
は
、
多
く
の
仏
の
集
ま
り
で
、

実
は
そ
の
も
の
が
曼
荼
羅
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
は
密
教
の
世
界
観
を
表
し
、

修
法
に
よ
っ
て
仏
菩
薩
が
舞
い
降
り
る
聖

な
る
空
間
と
な
り
ま
す
。

密
教
法
具
の
も
っ
て
い
る
深
い
宗
教
性

を
理
解
す
る
こ
と
は
そ
う
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
法
具
を
通
し
て
密
教
世
界
を

垣
間
見
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
た
で
し

ょ
う
か
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
そ
の
造
形

美
を
感
じ
る
手
が
か
り
を
つ
か
ん
で
い
た

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。「
空
海
と
高
野
山
」

あ
る
い
は
、
特
集
陳
列「
密
教
法
具
」で
ぜ

ひ
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
構
成
　
小
林
　
牧
）

⑤金銅独鈷杵
唐または平安時代・9世紀　和歌山・金剛峯寺蔵
鋭く力強い造形の独鈷杵

⑥金銅独鈷杵
鎌倉時代・13世紀　和歌山・金剛峯寺蔵
鋭さがなくなった鎌倉時代の作品
⑤、⑥とも「空海と高野山」展示品

⑦
塔
鈴
、
五
鈷
鈴
、
宝
珠
鈴
、
独
鈷
鈴
、
三
鈷
鈴

鎌
倉
時
代
・
13
世
紀
　
静
岡
・
尊
永
寺
蔵
　

金
剛
鈴
の
セ
ッ
ト
。そ
れ
ぞ
れ
が
仏
を
象
徴
す
る

特
集
陳
列「
密
教
法
具
」展
示

弘法大師入唐1200年記念

空海と高野山　
4月6日（火）～5月16日（日）
東京国立博物館　平成館
＊詳細は本誌4ページを
ごらんください

特集陳列「密教法具」
3月30日（火）～６月30日（水）
本館第4室
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◆コンサート開催のお知らせ
東
京
国
立
博
物
館
で
は
賛
助
会

員
制
度
を
設
け
、
当
館
を
幅
広
く

ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

賛
助
会
員
よ
り
い
た
だ
い
た
会
費

は
、文
化
財
の
購
入
・
修
理
、調
査

研
究
、
平
常
展
・
施
設
整
備
等
の

充
実
に
充
て
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
賛
助
会
の
趣
旨
に
ご
理
解
ご
賛

同
い
た
だ
き
、
ご
入
会
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

入
会
日
よ
り
一
年
（
入
会
月
の

翌
年
同
月
末
日
ま
で
）有
効
。

賛
助
会
員
に
は
、特
別
会
員
と
維

持
会
員
と
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費

特
別
会
員
　
　
１
０
０
万
円
以
上

維
持
会
員
　
　
法
人
　
20
万
円

個
人
　
５
万
円

特
　
典

●
特
別
展
の
特
別
内
覧
会
に
ご
招
待

●
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
の
送
付

＊
賛
助
会
員
の
お
申
し
込
み
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

＊
ご
希
望
の
方
に
は
資
料
お
よ
び
東
京
国

立
博
物
館
賛
助
会
員（TN

M
M
em
bers

）

入
会
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

東
京
国
立
博
物
館
渉
外
課

渉
外
開
発
係

℡
０
３
―
３
８
２
２
―
１
１
１
１（
代
）

◆
東
京
国
立
博
物
館
賛
助
会
員
募
集
の
ご
案
内

◆
東
洋
館
・
本
館
一
時
閉
館

お
よ
び
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

展
示
ケ
ー
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
3
月
1

日
（月）
〜
15
日
（月）
は
東
洋
館
を
閉
館
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

本
年
秋
に
は
本
館
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
改
装
工
事
と
展
示
作
業
の
た

め
、
7
月
1
日
（木）
〜
8
月
31
日
（火）
は
本
館
を
閉
館
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
館
閉
館
中
は
、
平
成
館
一

階
お
よ
び
表
慶
館
の
一
部
で
日
本
美
術
の
展
示
を
ご

覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
閉
館
中
は
皆
様
に
た
い
へ

ん
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
了
承
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
親
し
み
や
す
く
、
よ
り
充
実
し
た
展
示
を
目

指
す
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
6
月
15
日
（火）
は
、
施
設
点
検
の
た
め
臨

時
休
館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す

平
成
16
年
度
よ
り
、
夏
期
の
週
末
は
開
館
時
間
を

一
時
間
延
長
し
、
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
美
術
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

通
常
の
開
館
時
間
は
9
時
30
分
〜
17
時
で
す
が
、
4

月
〜
11
月
の
特
別
展
開
催
期
間
中
の
金
曜
日
は
20
時
ま

で
、
4
月
〜
9
月
の
土
・
日
・
祝
・
休
日
は
18
時
ま
で

開
館
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

で
す
。ま
た
、昨
年
好
評
だ
っ
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
継

続
。今
年
は
休
館
日
以
外
毎
日
、日
没
か
ら
21
時
ま
で
本

館
、表
慶
館
、黒
門
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。夕
暮

れ
の
上
野
公
園
の
散
策
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
東
京
国
立
博
物
館
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
知
ら
せ

こ
の
春
当
館
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
す
。
そ
の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
展
示
や
催
し
の

す
べ
て
が
ひ
と
め
で
わ
か
る「
今
日
の
博
物
館
」コ
ー

ナ
ー
な
ど
新
鮮
で
充
実
し
た
展
示
・
催
し
も
の
情
報
、

美
し
い
画
像
と
わ
か
り
や
す
い
解
説
の
館
蔵
品
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ど
、新
サ
イ
ト
を
お
楽
し
み
に
。

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

U
R
L
http
://w
w
w
.tnm
.jp
/

財団法人ソニー教育財団様
株式会社 NTTドコモ様
斎藤 京子様　
井上萬里子様
田添 博様

株式会社東京美術様

岩沢 重美様
高田 朝子様
齋藤 京子様
齋藤 邦裕様
日本通運株式会社美術品事業部様
株式会社安井建築設計事務所様
株式会社ナガホリ様
井上 静男様
和田喜美子様
佐々木芳絵様
藤原 紀男様
小田 昌夫様
吉岡 昌子様
松本建設株式会社様
関谷 徳衛様
高橋　守様
小澤　桂一様
株式会社光彩工芸様

〈ほか4名1社、順不同〉

特別会員
日本電設工業株式会社様
東京電力株式会社様
株式会社コア様
明治安田生命保険相互会社様
株式会社精養軒様
毎日新聞社様
日本経済新聞社様
大日本印刷株式会社様
株式会社大林組東京本社様
朝日新聞社様
株式会社ホテルオ－クラエンタ－プライズ様
株式会社ミロク情報サ－ビス様
株式会社りそな銀行様
TBS 様
NHK 様
株式会社鴻池組東京本店様
株式会社東京新聞・中日新聞社様
株式会社電通様
読売新聞東京本社様
維持会員
三菱電機ビルテクノサービス株式会社様
早乙女節子様
株式会社三冷社様
東日本電信電話株式会社様
宇津野和俊様
伊藤 信彦様
小金井造園株式会社様

東京国立博物館賛助会員 平成16年2月4日現在

表慶館で聴くバロック音楽の夕べ
テレマン協会によるバロック・コンサート。サロンの
雰囲気が味わえると毎回好評です。
日　時　4月3日（土）

18時30分～20時30分（18時開場）
場　所　東京国立博物館 表慶館
出　演　日本テレマン協会　中野振一郎　ほか
主　催　東京国立博物館、日本テレマン協会
演奏曲目 J.S.バッハ チェンバロ協奏曲第1番

ニ短調BWV.1052 ほか
料　金　5000円（平常展入場券付） 140席全席自由

＊17時30分～18時20分　法隆寺宝物館の観覧可能
＊ホテルオークラガーデンテラスでソフトドリンク販売予定

ア･カペラで聴く日本の名曲
「春が来た」など誰もが知っている歌の美しいこと
ばとメロディーをご堪能ください。今まで知らなかっ
た唱歌・童謡の魅力に出会えるコンサートです。
日　時　4月7日（水）

18時30分～20時30分（18時開場）
場　所　東京国立博物館 表慶館
出　演　ももたらう（望月寛之、吉野真紀子、鶴岡恵）
主　催　東京国立博物館　ももたらう
演奏曲目 〈唱歌〉 春が来た、茶摘、夏は来ぬ、冬の星座、

シューベルトの子守歌　ほか
〈童謡〉 叱られて、シャボン玉、金魚の昼寝　ほか

料　金　3500円（平常展入場券付） 140席全席自由
＊17時30分～18時20分　法隆寺宝物館の観覧可能
＊ホテルオークラガーデンテラスでソフトドリンク販売予定

チケットのお求め方法
●当館正門観覧券売り場でチケット販売
受　付　開館日の9時30分～16時30分

ただし、4月3日（土）、4日（日）は17時30分まで
●電話予約販売
申込先　東京国立博物館渉外課　TEL03－3821－9270
受　付　9時30分～17時（月～金）

＊チケットは、当館正門観覧券売り場にて現金引き換えにて　　　　
お渡しします

引換時間 9時30分～16時30分（開館日のみ）
ただし、4月3日（土）、4日（日）は17時30分まで　
コンサート当日は9時30分から開演時間まで引き換え可能です

●「バロック音楽の夕べ」のみ日本テレマン協会で
メ－ルおよび電話予約も受け付けています

日本テレマン協会　TEL：0120－332－869
e-mail： telemann@mui.biglobe.ne.jp

＊車椅子をご利用の方は、お申し込みの際にお申し出ください
＊お車でのご来館はご遠慮ください
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東
洋
館
一
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
精
養
軒
が
メ
ニ
ュ

ー
も
イ
ン
テ
リ
ア
も
一
新
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。店
名
も
調
和
を
意
味
す
る「
レ
ス
ト

ラ
ン
　
ラ
コ
ー
ル
」と
改
め
、
屋
内
ス
ペ
ー
ス
、屋

外
ス
ペ
ー
ス
と
も
に
拡
張
し
、ゆ
っ
た
り
と
快
適
な

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。上
野
の
老
舗
・
精
養
軒
の
味
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス

や
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
に
加
え
、四
季
折
々
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
も
登
場
。ご
昼
食
に
、テ
ィ

ー
タ
イ
ム
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆『
M
U
S
E
U
M
』5
8
8
号

（
平
成
16
年
2
月
15
日
発
行
予
定
）の
掲
載
論
文

①「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
・
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館

木
造
仏
手

―
伊
賀
・
新
大
仏
寺
本
尊
の
手
で
あ
る
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
―
」

岩
田
茂
樹（
奈
良
国
立
博
物
館
）

②「
法
隆
寺
献
納
宝
物
　
蜀
江
錦
褥
残
欠
と
褥
裏
裂

―
平
成
十
三
・
十
四
年
度
の
修
理
を
終
え
て
―
」

沢
田
む
つ
代（
当
館
環
境
保
存
室
長
）

③
「
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵〈
国
枝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉

国
沢
新
九
郎
筆
「
海
景
」
と
加
地
為
也
筆

「
海
景
」
に
つ
い
て
―
保
存
修
理
と
来
歴
―
」

土
屋
裕
子（
当
館
保
存
修
復
室
）

＊
購
読
の
お
問
い
合
わ
せ
は

当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

℡
０
３
―
３
８
2
2
―
0
0
8
8
ま
で

東京国立博物館友の会＆パスポート
年会費 1万円 発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良国立博物館3館の平常
展は何度でもご覧いただけます。特別展に関して
は、観覧券を12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送
や、友の会対象のイベント・講演会の開催などさ
まざまな特典があります

一般 3000円 学生 2000円
発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良国立博物館3館の平常
展は何度でもご覧いただけます。特別展に関して
は、各1回計6回までご覧いただけます
◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で
友の会
加入者名（振替先） 東京国立博物館友の会　
口座番号 00160－6－406616
金　　額 1万円

＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話番
号・職業・年齢・性別・メールアドレス（メールサー
ビス希望の場合）を楷書でご記入ください

パスポート
加入者名（振替先） 東京国立博物館パスポート　
口座番号　00120－3－665737
金　　額　一般3000円､学生2000円

＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、郵便番号･住
所･氏名（ふりがな）･電話番号・学生の場合は学校名
および学生証番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポ
ートチケットが届くまで保管しておいてください
＊振替手数料はお客様の負担となります

◆お問い合わせ
東京国立博物館渉外課 渉外開発係
TEL 03－3822－1111（代）

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期郵送をご希望の方は、年間（6冊分）
1000円の送料・事務費のご負担でご自宅にお届
けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先） 東京国立博物館ニュース
口座番号　00100－2－388101

＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話
番号を楷書でご記入ください
＊お申し込みは1年ごととなります。複数年のお申し
込みは受けられませんのでご了承ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保
管しておいてください
＊振替手数料は申込者のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締め切りは4月10日です

東京国立博物館利用案内
開館時間：9時30分～17時、4月～11月の特別展

開催期間中の金曜日は20時まで、4月
～9月の土・日・祝・休日は18時まで
（入館は閉館の30分前まで）

休 館 日：毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、
年末年始（12月28日～1月1日）。ゴール
デンウイークおよび夏休み期間（7月20
日～8月31日）は原則として無休、2004
年6月15日は臨時休館

平常展観覧料金
一般420（210）円、大学生130（70）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害
者手帳などをご提示ください

＊満65歳以上、および高校生以下の方の平常展観覧は
無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、
健康保険証、運転免許証など）をご提示ください

東
京
国
立
博
物
館
は
文
化
財
を

公
開
す
る
展
示
館
と
、
文
化
財
に

関
す
る
図
書
や
写
真
な
ど
の
資
料

を
公
開
す
る
資
料
館
の
両
方
の
施

設
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
ユ
ニ
ー

ク
な
存
在
と
い
え
ま
す
。
私
の
部

署
は
資
料
館
に
あ
り
、
当
館
が
収

蔵
す
る
和
・
漢
・
洋
の
図
書
約
13

万
冊
や
、
美
術
品
の
写
真
原
板
カ

ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
合
わ
せ
て
約
28

万
枚
な
ど
を
整
理
・
管
理
し
、
一

般
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
当
館
収
蔵
の
写
真
原

板
を
研
究
目
的
の
ほ
か
、
本
の
出

版
や
テ
レ
ビ
番
組
制
作
等
に
利
用

す
る
申
請
は
、
月
に
約
百
五
十
件

あ
り
ま
す
。
最
近
は
メ
デ
ィ
ア
も

多
様
化
し
、
毎
日
日
替
わ
り
で
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
時
代
に
あ
わ
せ
て
、
利

用
の
規
定
を
見
直
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

専
門
は
日
本
の
彫
刻
史
。
大
学

で
勉
強
し
て
い
る
頃
、
仙
台
か
ら
写

真
の
焼
付
の
申
請
に
来
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
こ
の
資
料
館

が
で
き
る
前
で
、
昼
休
み
に
は
閉
室

に
な
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
不
便
を
感

じ
ま
し
た
。
私
が
博
物
館
に
勤
め

た
の
は
ち
ょ
う
ど
資
料
館
が
オ
ー

プ
ン
し
た
年
で
し
た
が
、
学
生
時
代

に
こ
う
し
た
施
設
が
あ
れ
ば
ど
れ

だ
け
便
利
だ
っ
た
か
と
思
っ
た
も
の

で
し
た
。
現
在
の
資
料
館
は
、
誰
で

も
自
由
に
図
書
や
写
真
を
閲
覧
し

た
り
、
所
定
の
手
続
き
を
と
れ
ば

そ
の
コ
ピ
ー
や
紙
焼
き
を
入
手
で

き
ま
す
。
中
で
も
、
写
真
資
料
は
、

当
館
の
収
蔵
品
だ
け
で
な
く
、
他

の
所
蔵
作
品
も
機
会
の
あ
る
ご
と

に
撮
影
を
し
て
蓄
積
し
て
い
る
の

で
、
展
示
室
で
は
み
ら
れ
な
い
詳
細

な
部
分
図
を
閲
覧
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
専
門
家
だ
け
で
な
く
、

展
示
室
で
作
品
を
み
て
興
味
が
わ

い
た
ら
、で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々

が
、
気
軽
に
資
料
館
に
来
て
も
っ
と

詳
し
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
よ

り
よ
い
形
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

図書・映像サービス室長

もっと知りたい
人のために

友の会

パスポート

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
精
養
軒
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

手前はランチセットのプレート

明るい店内

表紙：打掛紅綸子地御簾薬玉桜模様　8頁参照



＝ボランティアによる樹木ツアー 場所：前庭内
＝ボランティアによる浮世絵版画展示解説 場所：本館1F
＝ボランティアによる陶磁室エリアガイド 場所：本館1F
＝ボランティアによる考古展示室ガイド 場所：平成館考古展示室
＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイドツアー 場所：法隆寺宝物館

〈奈良国立博物館〉 2月17日（火）～3月21日（日）
特別陳列「お水取り」

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
第
6
6
4
号
　
平
成
16
年
3
月
1
日
発
行（
隔
月
1
回
奇
数
月
発
行
）
編
集
／
東
京
国
立
博
物
館
広
報
室
　
○Ｃ
東
京
国
立
博
物
館

発
行
／
東
京
国
立
博
物
館
　
〒
1
1
0
│
8
7
1
2
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
13
│
9

T
E
L
0
3
│
3
8
2
2
│
1
1
1
1
（
大
代
表
）
＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
U
R
L
〉http://w

w
w
.tnm
.jp/

独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
U
R
L
〉http://w

w
w
.N
atM
us.jp/

制
作
・
印
刷
／（
株
）D
N
P
ア
ー
カ
イ
ブ
･
コ
ム

＊上記の予定は予告なく変更になることがあります。
当日の予定は､インフォメーションカウンターでご確認ください。
※1～7は事前申込制です（※3～5は有料）。
※4、5については本誌14ページ、※6、7については本誌6ページをご覧下さい。

〈京都国立博物館〉 2月14日（土）～ 4月4日（日）
特別陳列「雛まつりとお人形」

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

休館日

列品解説「江戸と桃山の陶磁」14:00 本館第1室

14:00 11:30／15:30 14:00

列品解説「九博：はじめの一歩展の逸品」14:00
本館特別第4室

11:30／15:30 13:30

※1 記念講演会「聖徳太子の精神―十七条憲法について」13:30 平成館大講堂
※2 高校生講座「考古学への招待」13:30平成館小講堂 14:00 11:00

11:30／15:30 13:30

休館日

列品解説「江戸時代を掘る」14:00 平成館考古展示室

14:00 11:30／15:30 14:00

列品解説「九博：はじめの一歩展の逸品」14:00
本館特別第4室

列品解説「国宝 夢違観音について」14:00 平成館大講堂
11:30／15:30 13:30

14:00 11:00

13:30 11:30／15:30

休館日

列品解説「アスターナ墳墓の出土品」14:00 東洋館第10室

14:00 11:30／15:30 14:00

列品解説「九博：はじめの一歩展の逸品」14:00
本館特別第4室

11:30／15:30 13:30

※2 高校生講座 14:00 11:00
「金工って何？仏像を飾る様々なもの」14:00 平成館小講堂

11:30／15:30 13:30

休館日

列品解説「書跡に親しむ③」14:00 本館第13室

14:00 14:00

列品解説「九博：はじめの一歩展の逸品」14:00
本館特別第4室

13:30

14:00 11:00

13:30

休館日
※3ヴァイオリンコンサート 14:30／19:00 表慶館

14:00 11:30／15:30 14:00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

11:30／15:30 13:30

時間延長（18:00まで） 15:00 11:00
※4バロック音楽の夕べ　　　　　　　　　　　　表慶館

休館日

列品解説「百済の緑釉・新羅の緑釉」14:00 東洋館第10室

夜間開館（20:00まで） 11:30／15:30 13:30

時間延長（18:00まで） 11:30／15:30 13:30

休館日

列品解説「銅鐸の世界」14:00 平成館考古展示室

15:00 11:30／15:30 14:00

夜間開館（20:00まで） 11:30／15:30 13:30

時間延長（18:00まで） 15:00 11:00
講演会「建久年間の運慶と大日如来像」13:30 平成館大講堂

時間延長（18:00まで） 11:30／15:30 13:30

列品解説「龍泉窯の青磁」14:00 東洋館第5室

休館日

15:00 14:00

夜間開館（20:00まで） 13:30

時間延長（18:00まで） 15:00 11:00
※7 記念講演会「高野山の仏教彫刻」13:30 平成館大講堂

時間延長（18:00まで） 13:30

時間延長（18:00まで）

休館日

列品解説「江戸の行楽」14:00 本館特別第1室

15:00 14:00

夜間開館（20:00まで） 13:30

時間延長（18:00まで） 15:00 11:00
※6 記念講演会「日本の密教思想」 13:30 平成館大講堂

時間延長（18:00まで） 11:30／15:30 13:30

特別公開「法隆寺 国宝 夢違観音」

特別公開「法隆寺 国宝 夢違観音」最終日

「日本の美 日本の心」帰国展Ⅱ期最終日

東京国立博物館 3月・4月の展示・催し物2004年3月 2004年4月

特別展「空海と高野山」

5/16まで

15:00           11:30／15:30           14:00

※5ア・カペラで聴く日本の名曲　　　　　           　　　表慶館
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